
 

 

令和３年(2021年)３月１日 

 

衛生センター第２施設（ごみ処理施設）２系焼却炉における 

排ガス中の水銀濃度排出基準超過事案及び対策について 

 

  甲賀広域行政組合衛生センター 

 

○超過事案について 

令和２年 11月４日及び 13日にごみ処理施設２系焼却炉において、排ガス中の水銀濃度

の定期測定を実施したところ、排出基準（50㎍/㎥Ｎ）を超過した（最大値 280㎍/㎥Ｎ）

ことから、環境省の定める基準を超過した場合の確認方法に則り、令和３年１月 12 日及

び 13 日に再測定を実施し、再測定においても基準超過が２月５日に判明したため、６日

に一旦焼却を停止し原因調査とともに、２月 12 日より排ガス処理工程において薬剤噴霧

による対策を講じて焼却を再開しています。 

 

○対策について 

２系焼却炉について、水銀濃度の低減を図ることを目的に焼却炉煙道への薬剤噴霧を行

っています。令和３年２月 13日及び 20日に対策後（薬剤噴霧）の水銀濃度測定を実施し

たところ、いずれも排出基準（50㎍/㎥Ｎ）を下回る結果でした。 

  ・２月 13日：1.2未満㎍/㎥Ｎ  ・２月 20日：4.6㎍/㎥Ｎ 

 

○水銀の排出基準について  

環境省では「排出基準は、環境中を循環する水銀の総量を地球規模で削減するという観

点から設定したものであることから、排出基準を超える水銀等が排出されたとしても直ち

に地域住民に健康被害を生じるものではないことに留意が必要。」と示されています。この

ことをうけ、本組合の今回の水銀基準超過についても、地域住民の健康被害を及ぼすもの

ではないと判断しています。 

 

（環境省資料抜粋） 
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環境省の定める基準を超過した場合の確認方法フロー図 

 

○排ガス中の水銀濃度測定結果（２系焼却炉）及び評価結果     

 （単位：㎍/㎥Ｎ） 

 H30 R1 R2 6.10 R2.11.4 11.13 R3.1.12 1.13 

過去最大値  ① ② ③ ④ 

測定結果 4.8 9.5 3.0 150 280 150 110 160 100 71 31 
 

    最大値      最小値 

 

評価結果 R3.2.5 123.5㎍/㎥Ｎ 

 

評価結果は、定期測定（①、②）＋ 3回以上の再測定（③、④）のうち、最大値・最小

値を除く測定値平均とするものです。 

上記表①～④の測定結果に基づき、環境省の定める確認方法に則り評価した結果、測定

値平均が排出基準を超過したと判明したものです。 

 

○原因について 

可燃ごみの焼却処理工程において水銀が生成されるものではないとされており、水銀が

含まれるごみの混入が原因であると推測しています。 

 

構成市との連携により、水銀が含まれるごみの分別啓発とともに、施設への可燃ごみ搬

入に係る展開検査を強化しています。 

 

 

 

 



　

6月10日 11月4日 11月13日 11月26日 12月9日 12月22日 1月12日 1月13日 2月5日 2月12日 2月13日 2月20日

定期測定 定期測定 定期測定 再測定 再測定 調査測定

1検体 1検体 1検体 3検体 3検体 1検体

150 100

110 71

160 31

定期点検整備工事

焼却炉停止期間
点検及び設備改善

焼却炉停止期間

6.2

薬剤投入で測定

夕刻運転再
開、薬剤投入

1.2未満 4.6

11月4日及び
13日の測定結
果判明

1月12日及び
13日の測定結
果判明

　
基準値超過
確認

5検体の基準
値超過確認

3.0 150 280 　

２系焼却炉の水銀濃度測定経過

※水銀濃度基準値　（大気汚染防止法による基準値：50㎍/㎥N）

（単位：㎍/㎥N）

2月6日

11月26日～12月22日 2月6日～2月12日
対策後




